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1. はじめに 









第 1 回 2000 年（平成 12 年）9 月 12 日～14 日 
玉村栄吾氏（大正 15 年生まれ、元船大工） 
第 2 回 2000 年（平成 12 年）11 月 30 日～12 月 2 日 
玉村栄吾氏、長政スゲ子氏（大正 15 年生まれ、主婦） 
第 3 回 2001 年（平成 13 年）12 月 7 日～8 日 
玉村栄吾氏、長政スゲ子氏 
第 4 回 2002 年（平成 14 年）10 月 17 日～19 日 
玉村栄吾氏 
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第 5 回 2004 年（平成 16 年）3 月 16 日～18 日 
玉村栄吾氏、彦野勇輔氏（70 代後半、元漁師） 
第 6 回 2004 年（平成 16 年）11 月 4 日～6 日 
 玉村栄吾氏、彦野勇輔氏 
第 7 回 2005 年（平成 17 年）9 月 27 日～28 日 
玉村栄吾氏、彦野勇輔氏 




















コドモノゴロノアソビッテユエバネ アノー ヤッパリ  ヤマサイッテ  ハダトリダノ。 
子供の頃の遊びっていうとね   あのう  やっぱり 山へ行って  旗取りですね 
コッチノダンタイド コッチノダンタイド ワガレデ ハダトリスルワケダベシ。 
こっちの団体と   こっちの団体と  分かれて 旗取りをするわけなんですよ 
マダ チョンドイイノハラアルンダ  ミンナシテ ホレ カマモッテッテ   シラツヲツクッテサ。 
また ちょうどいい野原があるんだ みんなで  ほら 鎌を持っていって さら地をつくってさ 
ソイデ  チョンドイーイイスアルンダベスィ ソイデ チャントハダタデデオグワケセ。 
それで ちょうどいい石があるんですよ   それで ちゃんと旗を立てておくわけです 
ソイデ ホレ コッツィトソッツィノホード ノ ツカイシトリイタリキタリシテノ デ コノーホレ。 
それで ほら こっちとそっちのほうと の 使いがひとり 行ったり来たりして の で このうほら 
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ヨグケンカコグンダ  ウンダヨーソゴトーセバ ソッチノホーノハダトラレルベシ。 
よく喧嘩をするんだ  そうなんですよそこを通せば そちらの方の旗を取られるでしょう 
マダ ソッチコッチトーセバ ソッチノハダトラレルベシ     ノ。 










イヤ  ハダラグテユーヨリモハダラグドゴ  ネーンダモン。 
いいや働くとか働かないという問題ではなくて働く所がないんだから。 
ハルノカツオホシトカ。オレダラ    オボエテルハンイデワネ。 
春の鰹干しとか。      おれたちが  覚えている範囲ではね。 
アレワ マﾝダ マズ デメントリタイッテ。イマユー アルバイトシタイテ。 
あれは まだ  まず 日雇いの仕事をしたがって。今で言う アルバイトをしたいって。 
コトバデユッテモ  ソレガ ネーワゲナノサ。ハダラグドゴガ  ネーワケナノサ。 
言葉で言っても    それが ないわけなんだ。働く所がないわけなのさ。 
ケッキョク  トシヨリ  オヤダジィガカラフトダトカ  チィシマアタリサデガセギニイグノ 
結局        年寄りの  親たちが樺太だとか     千島あたりへ出稼ぎに行くの。 
モー  ホトンッド ネー。シューセン  マﾝズ  シューセンマエマデワホトンッド  デガセギダ。 
もう  ほとんど    ねえ。終戦               終戦前までは     ほとんど    出稼ぎだ。 
マー  ヅィキノモノワ  トルンダケド。  コンブトッタリ。サルメジトイッテモ 
まあ  時期のものは     採るんだけれどね。昆布を採ったり「さるめじ」と言っても 
ワカンナイケド   ワカメトッタリ   ネ  ミミトッタリ 







 (1) 樺太で過ごしたのは 1 年で、ニシンを捕っていた。カズノコの入っているニシン
はせいぜい 3 月 10 日～4 月中の 2 ヶ月足らずしかとれなかった。この期間のため
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に若者を雇うのに、およそ 3 月 5 日～5 月 10 日の期間で、当時 30 円かかった。親
方はその中から 5 円を帰りの旅費として残して先に 25 円渡し、漁期が終わって帰
るときに、その 5 円を渡していた。 


















10 匹ずつ束ねて、竿にかけて干した。5 日ほど干した後、身欠きにするが、1 本取








というふうに使っていた。タテは 1 つで 25 貫目あった（1 貫 = 3.75kg で約 93kg）。
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で函館まで運んだ。女性が 70 人ほど働いていた。タラ漁は、4 月 10 日くらいから




が来るのを待っているうちに、20 とか 30 というふうに数を決めて箱に詰めた。塩
蔵にするほかに、缶詰工場もあった。 
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